
 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

添 57-230 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

(6) アクセスルートの確保（設置許可基準規則第 43 条第３項第

六号） 

(ⅰ) 要求事項 

想定される重大事故等が発生した場合において，可搬型重大

事故等対処設備を運搬し，又は他の設備の被害状況を把握する

ため，工場等内の道路及び通路が確保できるよう，適切な措置

を講じたものであること。 

 

(ⅱ) 適合性 

基本方針については，「1.1.10.4 操作性及び試験・検査性」

に示す。 

 

代替所内電気設備の可搬型代替電源車は，想定される重大事

故等が発生した場合においても，保管場所から配備場所までの

経路について，設備の運搬及び移動に支障をきたすことのない

よう，複数のアクセスルートを確保する設計とする（「可搬型

重大事故等対処設備保管場所及びアクセスルートについて」参

照）。 

（57－7） 

 

(7) 設計基準事故対処設備及び常設重大事故防止設備との多様

性（設置許可基準規則第 43 条第３項第七号） 

(ⅰ) 要求事項 

重大事故防止設備のうち可搬型のものは，共通要因によっ

て，設計基準事故対処設備の安全機能，使用済燃料貯蔵槽の冷

却機能若しくは注水機能又は常設重大事故防止設備の重大事

故に至るおそれがある事故に対処するために必要な機能と同

時にその機能が損なわれるおそれがないよう，適切な措置を講

じたものであること。 

 

(ⅱ) 適合性 

基本方針については，「1.1.10.1 多様性，位置的分散，悪影

響防止等」に示す。 

 

代替所内電気設備のうち，可搬型代替電源車から代替所内電

気設備変圧器，代替所内電気設備分電盤及び代替格納容器スプ

レイポンプ変圧器盤へ電源供給する系統並びにディーゼル発

電機燃料油貯油槽及び燃料タンク（SA）から代替非常用発電機

又は可搬型代替電源車まで燃料を移送する設備は，共通要因に

よって，設計基準事故対処設備である非常用交流電源設備又は

重大事故等対処設備である常設代替交流電源設備と同時にそ

の機能が損なわれるおそれがないよう，表 2.14.123 で示すと

おり，多様性及び位置的分散を図る設計とする。 

（57－2，57－4，57－9） 

 

 

設備の相違 

・設備の仕様に差異があるが，重大事故等

対処設備として必要な設備を設けると

いう点において同等である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備・運用の相違（代替所内電気設備の構

成等） 

 

 

 

 

 

 

設備の相違 

・設備の仕様に差異があるが，重大事故等

対処設備として必要な設備を設けると

いう点において同等である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備・運用の相違（代替所内電気設備の構

成等） 
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設備・運用の相違（代替所内電気設備の構

成等） 

設備の相違 

・設備の仕様に差異があるが，重大事故等

対処設備として必要な設備を設けると

いう点において同等である。 
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 3.14.3 重大事故等対処設備（設計基準拡張） 

3.14.3.1 非常用交流電源設備 

3.14.3.1.1 設備概要 

非常用交流電源設備は，外部電源が喪失した場合，非常用所内

電気設備に電源を供給することにより，重大事故等が発生した場

合において炉心の著しい損傷，原子炉格納容器の破損，使用済燃

料プール内の燃料体等の著しい損傷及び運転停止中原子炉内燃

料体の著しい損傷を防止することを目的として設置するもので

ある。 

本系統は，ディーゼルエンジン及び発電機を搭載した「非常用

ディーゼル発電機」及び「高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機」

並びに非常用ディーゼル発電機及び高圧炉心スプレイ系ディー

ゼル発電機の燃料を保管する「軽油タンク」並びに非常用ディー

ゼル発電機近傍で燃料を保管する「非常用ディーゼル発電設備燃

料デイタンク」及び高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機近傍で

燃料を保管する「高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電設備燃料デ

イタンク」並びに軽油タンクから非常用ディーゼル発電設備燃料

デイタンクに燃料を補給する「非常用ディーゼル発電設備燃料移

送ポンプ」及び軽油タンクから高圧炉心スプレイ系ディーゼル発

電設備燃料デイタンクに燃料を補給する「高圧炉心スプレイ系デ

ィーゼル発電設備燃料移送ポンプ」並びに非常用所内電気設備と

して電路を構成する「非常用高圧母線 2C 系」，「非常用高圧母線

2D 系」及び「非常用高圧母線 2H 系」で構成する。 

非常用ディーゼル発電機は，非常用高圧母線 2C 系及び非常用

高圧母線 2D 系の電源喪失を検出し，自動起動することで，非常

用高圧母線 2C系及び非常用高圧母線 2D系に電源を供給する。 

非常用ディーゼル発電機の燃料は，軽油タンクから非常用ディー

ゼル発電設備燃料デイタンクに非常用ディーゼル発電設備燃料

移送ポンプを用いて自動で供給され，非常用ディーゼル発電設備

燃料デイタンクから自重で非常用ディーゼル発電機に供給され

る。 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機は，非常用高圧母線 2H

系の電源喪失を検出し，自動起動することで，非常用高圧母線 2H

系に電源を供給する。高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機の燃

料は，軽油タンクから高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電設備燃

料デイタンクに高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電設備燃料移

送ポンプを用いて自動で供給され，高圧炉心スプレイ系ディーゼ

ル発電設備燃料デイタンクから自重で高圧炉心スプレイ系ディ

ーゼル発電機に供給される。 

 

 

 

 

 

 

 

2.14.3 重大事故等対処設備（設計基準拡張） 

2.14.3.1 非常用交流電源設備 

2.14.3.1.1 設備概要 

非常用交流電源設備は，外部電源が喪失した場合，非常用所内

電気設備に電源を供給することにより，重大事故等が発生した場

合において炉心の著しい損傷，原子炉格納容器の破損，使用済燃

料ピット内の燃料体等の著しい損傷及び運転停止中原子炉内燃

料体の著しい損傷を防止することを目的として設置するもので

ある。 

本系統は，ディーゼルエンジン及び発電機を搭載した「ディー

ゼル発電機」，ディーゼル発電機の燃料を保管する「ディーゼル

発電機燃料油貯油槽」，ディーゼル発電機近傍で燃料を保管する

「ディーゼル発電機燃料油サービスタンク」及びディーゼル発電

機燃料油貯油槽からディーゼル発電機燃料油サービスタンクに

燃料を補給する「ディーゼル発電機燃料油移送ポンプ」，並びに

非常用所内電気設備として電路を構成する「非常用高圧母線（6-

A）」及び「非常用高圧母線（6-B）」で構成する。 

 

 

 

 

 

 

ディーゼル発電機は，非常用高圧母線（6-A）及び非常用高圧母

線（6-B）の電源喪失を検出し，自動起動することで，非常用高圧

母線（6-A）及び非常用高圧母線（6-B）に電源を供給する。 

ディーゼル発電機の燃料は，ディーゼル発電機燃料油貯油槽から

ディーゼル発電機燃料油サービスタンクにディーゼル発電機燃

料油移送ポンプを用いて自動で供給され，ディーゼル発電機燃料

油サービスタンクから自重でディーゼル発電機に供給される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備名称の相違（使用済燃料ピット） 

 

 

設備名称の相違（D/G） 

炉型による非常用電源設備構成の相違 

設備名称の相違（燃料油貯油槽） 

設備名称の相違（D/G 燃料油移送設備） 

 

 

非常用高圧母線名称の相違 

・女川：2C 系，2D 系→泊：6-A，6-B 
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赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 
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固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

非常用交流電源設備のうち非常用ディーゼル発電機は，ATWS緩

和設備(代替制御棒挿入機能），ATWS 緩和設備(代替原子炉再循環

ポンプトリップ機能），ATWS 緩和設備(自動減圧系作動阻止機能），

ほう酸水注入系，代替自動減圧回路(代替自動減圧機能），高圧窒

素ガス供給系（非常用)，低圧代替注水系(常設）(復水移送ポン

プ），低圧代替注水系(可搬型），残留熱除去系(低圧注水モード），

低圧炉心スプレイ系，残留熱除去系(原子炉停止時冷却モード），

原子炉補機冷却水系（原子炉補機冷却海水系を含む。)，原子炉格

納容器代替スプレイ冷却系(常設），原子炉格納容器代替スプレイ

冷却系(可搬型），残留熱除去系(格納容器スプレイ冷却モード），

残留熱除去系(サプレッションプール水冷却モード），代替循環冷

却系，原子炉格納容器下部注水系（常設)（復水移送ポンプ)，原

子炉格納容器下部注水系（常設)（代替循環冷却ポンプ)，原子炉

格納容器下部注水系（可搬型)，計装設備及び非常用ガス処理系

へ電力を供給できる設計とする。 

非常用交流電源設備のうち高圧炉心スプレイ系ディーゼル発

電機は，高圧炉心スプレイ系及び計装設備へ電力を供給できる設

計とする。 

本系統の概要図を図 3.14－44 及び図 3.14－45 に，本系統に関

する重大事故等対処設備(設計基準拡張）一覧を表 3.14－124 に

示す。 

本系統は設計基準事故対処設備であるとともに，想定される重

大事故等時においてその機能を考慮するため，重大事故等対処設

備(設計基準拡張）と位置づける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

非常用交流電源設備のうちディーゼル発電機は，原子炉出力

抑制（自動），原子炉出力抑制（手動），ほう酸水注入，１次冷

却系のフィードアンドブリード，蒸気発生器２次側からの除

熱，炉心注水，代替炉心注水，再循環運転，代替再循環運転，

格納容器スプレイ，代替格納容器スプレイ，余熱除去設備，低

圧注入系，格納容器内自然対流冷却，原子炉格納容器下部への

注水，水素濃度制御設備，水素濃度監視設備，アニュラス空気

浄化設備による水素排出，アニュラス部の水素濃度監視，使用

済燃料ピットの監視，計測制御装置，中央制御室空調装置，可

搬型照明（SA），放射性物質の濃度低減，通信連絡設備へ電力を

供給できる設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

本系統の概要図を図 2.14.49～50 に，本系統に関する重大事故

等対処設備（設計基準拡張）一覧を表 2.14.124 に示す。 

 

本系統は設計基準事故対処設備であるとともに，想定される重

大事故等時においてその機能を考慮するため，重大事故等対処設

備（設計基準拡張）と位置づける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備名称の相違（D/G） 

炉型による給電対象設備の相違 

・D/G から電源を供給する設備の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

炉型による非常用電源設備構成の相違 
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赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 
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炉型による非常用電源設備構成の相違 

設備の相違 

・設備の仕様に差異があるが，重大事故等

対処設備として必要な設備を設けると

いう点において同等である。 

・電源設備の構成に相違はあるが，既許可・

既工認の内容を踏まえた記載としてい

るという点において同等である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

添 57-235 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

炉型による非常用電源設備構成の相違 

設備の相違 

・設備の仕様に差異があるが，重大事故等

対処設備として必要な設備を設けると

いう点において同等である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

添 57-236 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備名称の相違（D/G） 

炉型による非常用電源設備構成の相違 

設備の相違 

・設備の仕様に差異があるが，重大事故等

対処設備として必要な設備を設けると

いう点において同等である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

添 57-237 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

3.14.3.1.2 主要設備の仕様 

主要機器の仕様を以下に示す。 

 

(1) 非常用ディーゼル発電機 

エンジン 

種    類：４サイクルたて形 18 気筒ディーゼル機関 

台    数：２ 

出    力：約 6,100kW（１台当たり) 

回 転 数：500rpm 

起 動 方 式：圧縮空気起動 

起 動 時 間：約 10 秒 

使 用 燃 料：軽油 

発電機 

種    類：横軸回転界磁三相同期発電機 

台    数：２ 

容    量：約 7,625kVA（１台当たり) 

力    率：0.80（遅れ) 

電    圧：6.9kV 

周 波 数：50Hz 

回 転 数：500rpm 

取 付 箇 所：原子炉建屋地上１階(原子炉建屋付属棟内） 

 

(2) 高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機 

エンジン 

種    類：４サイクルたて形 18 気筒ディーゼル機関 

台    数：１ 

出    力：約 3,000kW 

回 転 数：1,000rpm 

起 動 方 式：圧縮空気起動 

起 動 時 間：約 13 秒 

使 用 燃 料：軽油 

発電機 

種    類：横軸回転界磁三相同期発電機 

台    数：１ 

容    量：約 3,750kVA 

力    率：0.80（遅れ) 

電    圧：6.9kV 

周 波 数：50Hz 

回 転 数：1,000rpm 

取 付 箇 所：原子炉建屋地上１階(原子炉建屋付属棟内） 

 

 

 

 

 

 

2.14.3.1.2 主要設備の仕様 

主要機器の仕様を以下に示す。 

 

(1) ディーゼル発電機 

エンジン 

型    式：４サイクルたて形 16 気筒ディーゼル機関 

台    数：２ 

出    力：約 5,600kW（１台当たり） 

回 転 速 度：約 750min-1 

起 動 方 式：圧縮空気起動 

起 動 時 間：約 10 秒 

使 用 燃 料：軽油 

発電機 

型    式：横置・回転界磁形・三相同期発電機 

台    数：２ 

容    量：約 7,000kVA（１台当たり） 

力    率：0.8（遅れ） 

電    圧：6.9kV 

周 波 数：50Hz 

回 転 速 度：約 750min-1 

取 付 箇 所：ディーゼル発電機建屋 T.P.10.3m 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備名称の相違（D/G） 

炉型による非常用電源設備構成の相違 

設備の相違 

・設備の仕様に差異があるが，重大事故等

対処設備として必要な設備を設けると

いう点において同等である。 

・電源設備の構成に相違はあるが，既許可・

既工認の内容を踏まえた記載としてい

るという点において同等である。 

記載表現の相違 

・女川：種類，回転数，横軸回転界磁→泊：

型式，回転速度，横置・回転界磁形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

添 57-238 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

(3) 非常用ディーゼル発電設備燃料デイタンク 

種    類：たて置円筒形 

容    量：約 20m3（１基当たり) 

最高使用圧力：静水頭 

最高使用温度：45℃ 

基    数：２ 

取 付 箇 所：原子炉建屋地上２階(原子炉建屋付属棟内） 

 

(4) 高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電設備燃料デイタンク 

種    類：たて置円筒形 

容    量：約 14m3 

最高使用圧力：静水頭 

最高使用温度：45℃ 

基    数：１ 

取 付 箇 所：原子炉建屋地上２階(原子炉建屋付属棟内） 

 

(5) 軽油タンク 

種    類：横置円筒形 

基    数：６（１系列につき３基) 

：１（１系列につき１基) 

容    量：約 110kL（１基当たり) 

：約 170kL 

使 用 燃 料：軽油 

最高使用圧力：静水頭 

最高使用温度：66℃ 

取 付 箇 所：屋外 

 

(6) 非常用ディーゼル発電設備燃料移送ポンプ 

種    類：スクリュー式 

台    数：２ 

容    量：約 4.0m3/h（１台当たり) 

全 圧 力：約 0.5MPa 

最高使用温度：66℃ 

原動機出力：約 2.2kW（１台当たり) 

取 付 箇 所：屋外 

 

(7) 高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電設備燃料移送ポンプ 

種    類：スクリュー式 

台    数：１ 

容    量：約 4.0m3/h（１台当たり) 

全 圧 力：約 0.5MPa 

最高使用温度：66℃ 

原動機出力：約 2.2kW（１台当たり) 

取 付 箇 所：屋外 

 

 

(2) ディーゼル発電機燃料油サービスタンク 

型    式：たて置円筒形 

容    量：約 13kL（１基当たり） 

最高使用圧力：大気圧 

最高使用温度：50℃ 

基    数：１ 

取 付 箇 所：周辺補機棟 T.P.17.8m 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) ディーゼル発電機燃料油貯油槽 

型    式：横置円筒形 

基    数：４ 

 

容    量：約 146kL（１基当たり） 

 

使 用 燃 料：軽油 

最高使用圧力：大気圧 

最高使用温度：40℃ 

取 付 箇 所：屋外 

 

(4) ディーゼル発電機燃料油移送ポンプ 

型    式：歯車形 

台    数：２ 

容    量：約 26kL/h（１台当たり） 

吐 出 圧 力：約 0.3MPa[gage] 

最高使用温度：50℃ 

原動機出力：約 11kW（１台当たり） 

取 付 箇 所：ディーゼル発電機建屋 T.P.6.2m 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備名称の相違（D/G） 

炉型による非常用電源設備構成の相違 

設備の相違 

・設備の仕様に差異があるが，重大事故等

対処設備として必要な設備を設けると

いう点において同等である。 

・電源設備の構成に相違はあるが，既許可・

既工認の内容を踏まえた記載としてい

るという点において同等である。 

 

 

 

 

 

 

 

記載表現の相違 

・女川：種類→泊：型式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

添 57-239 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

3.14.3.1.3 設置許可基準規則第 43 条への適合方針 

非常用交流電源設備については，想定される重大事故等時に重

大事故等対処設備（設計基準拡張)として使用するため，「2.3 重

大事故等対処設備に関する基本方針」のうち，多様性，位置的分

散を除く設計方針を適用して設計を行う。 

 

非常用交流電源設備については，設計基準事故対処設備として

使用する場合と同様の系統構成で重大事故等時においても重大

事故等対処設備(設計基準拡張）として使用するため，他の施設

に悪影響を及ぼさない設計とする。 

基本方針については，「2.3.1 多様性，位置的分散，悪影響防

止等」に示す。 

 

非常用交流電源設備の非常用ディーゼル発電機，非常用ディー

ゼル発電設備燃料移送ポンプ，軽油タンク及び非常用ディーゼル

発電設備燃料デイタンク並びに高圧炉心スプレイ系ディーゼル

発電機，高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電設備燃料移送ポンプ

及び高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電設備燃料デイタンクは，

設計基準事故時に使用する場合の容量が，重大事故等の収束に必

要な容量に対して十分であることから，設計基準事故対処設備と

同仕様で設計する。 

基本方針については，「2.3.2 容量等」に示す。 

 

非常用交流電源設備については，想定される重大事故等が発生

した場合における温度，放射線，荷重その他の使用条件において，

重大事故等に対処するために必要な機能を有効に発揮するもの

とする。 

(1) 非常用ディーゼル発電機 

非常用交流電源設備の非常用ディーゼル発電機は，原子炉建屋

地上１階(原子炉建屋付属棟内）に設置する設備であることから，

その機能を期待される重大事故等時における，原子炉建屋付属棟

内の環境条件及び荷重条件を考慮し，その機能を有効に発揮する

ことができるよう，表 3.14－125 に示す設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.14.3.1.3 設置許可基準規則第 43 条への適合方針 

非常用交流電源設備については，想定される重大事故等時に重

大事故等対処設備（設計基準拡張）として使用するため，「1.3 重

大事故等対処設備」に示す基本方針のうち，多様性，位置的分散

を除く設計方針を適用して設計を行う。 

 

非常用交流電源設備については，設計基準事故対処設備として

使用する場合と同様の系統構成で重大事故等時においても重大

事故等対処設備（設計基準拡張）として使用するため，他の施設

に悪影響を及ぼさない設計とする。 

基本方針については，「1.1.10.1 多様性，位置的分散，悪影響

防止等」に示す。 

 

非常用交流電源設備のディーゼル発電機，ディーゼル発電機燃

料油移送ポンプ，ディーゼル発電機燃料油貯油槽及びディーゼル

発電機燃料油サービスタンクは，設計基準事故時に使用する場合

の容量が，重大事故等の収束に必要な容量に対して十分であるこ

とから，設計基準事故対処設備と同仕様で設計する。 

 

 

 

基本方針については，「1.1.10.2 容量等」に示す。 

 

非常用交流電源設備については，想定される重大事故等が発生

した場合における温度，放射線，荷重その他の使用条件において，

重大事故等に対処するために必要な機能を有効に発揮するもの

とする。 

(1) ディーゼル発電機 

非常用交流電源設備のディーゼル発電機は，ディーゼル発電機

建屋 T.P.10.3m に設置する設備であることから，その機能を期待

される重大事故等時における，ディーゼル発電機建屋内の環境条

件及び荷重条件を考慮し，その機能を有効に発揮することができ

るよう，表 2.14.125 に示す設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備名称の相違（D/G） 

炉型による非常用電源設備構成の相違 

設備名称の相違（D/G 燃料油移送設備） 

設備名称の相違（燃料油貯油槽） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備名称の相違（D/G） 

設置場所の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

添 57-240 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

(2) 高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機 

非常用交流電源設備の高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機

は，原子炉建屋地上１階(原子炉建屋付属棟内）に設置する設備

であることから，その機能を期待される重大事故等時における，

原子炉建屋付属棟内の環境条件及び荷重条件を考慮し，その機能

を有効に発揮することができるよう，表 3.14－126 に示す設計と

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 非常用ディーゼル発電設備燃料デイタンク 

非常用交流電源設備の非常用ディーゼル発電設備燃料デイタ

ンクは，原子炉建屋地上２階(原子炉建屋付属棟内）に設置する

設備であることから，その機能を期待される重大事故等時におけ

る，原子炉建屋付属棟内の環境条件及び荷重条件等を考慮し，そ

の機能を有効に発揮することができるよう，表 3.14－127 に示す

設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) ディーゼル発電機燃料油サービスタンク 

非常用交流電源設備のディーゼル発電機燃料油サービスタン

クは，周辺補機棟 T.P.17.8m に設置する設備であることから，そ

の機能を期待される重大事故等時における，周辺補機棟内の環境

条件及び荷重条件等を考慮し，その機能を有効に発揮することが

できるよう，表 2.14.126 に示す設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

炉型による非常用電源設備構成の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備名称の相違（D/G 燃料油移送設備） 

設備名称の相違（D/G） 

設置場所の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

添 57-241 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

(4) 高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電設備燃料デイタンク 

非常用交流電源設備の高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電設

備燃料デイタンクは，原子炉建屋地上２階(原子炉建屋付属棟内）

に設置する設備であることから，その機能を期待される重大事故

等時における，原子炉建屋付属棟内の環境条件及び荷重条件等を

考慮し，その機能を有効に発揮することができるよう，表 3.14－

128 に示す設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 軽油タンク 

非常用交流電源設備の軽油タンクは，常設で屋外に設置する設

備であることから，その機能を期待される重大事故等時におけ

る，屋外の環境条件及び荷重条件等を考慮し，その機能を有効に

発揮することができるよう，表 3.14－129 に示す設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) ディーゼル発電機燃料油貯油槽 

非常用交流電源設備のディーゼル発電機燃料油貯油槽は，常設

で屋外に設置する設備であることから，その機能を期待される重

大事故等時における，屋外の環境条件及び荷重条件を考慮し，表

2.14.127 に示す設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

炉型による非常用電源設備構成の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備名称の相違（燃料油貯油槽） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

添 57-242 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

(6) 非常用ディーゼル発電設備燃料移送ポンプ 

非常用交流電源設備の非常用ディーゼル発電設備燃料移送ポ

ンプは，常設で屋外に設置する設備であることから，その機能を

期待される重大事故等時における，屋外の環境条件及び荷重条件

等を考慮し，その機能を有効に発揮することができるよう，表

3.14－130 に示す設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(7) 高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電設備燃料移送ポンプ 

非常用交流電源設備の高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電設

備燃料移送ポンプは，常設で屋外に設置する設備であることか

ら，その機能を期待される重大事故等時における，屋外の環境条

件及び荷重条件等を考慮し，その機能を有効に発揮することがで

きるよう，表 3.14－131 に示す設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，非常用ディーゼル発電設備燃料デイタンク，高圧炉心ス

プレイ系ディーゼル発電設備燃料デイタンク，軽油タンク，非常

用ディーゼル発電設備燃料移送ポンプ及び高圧炉心スプレイ系

ディーゼル発電設備燃料移送ポンプは操作不要並びに非常用デ

ィーゼル発電機及び高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機は中

央制御室にて操作可能な設計とする。 

基本方針については，「2.3.3 環境条件等」に示す。 

 

(4) ディーゼル発電機燃料油移送ポンプ 

非常用交流電源設備のディーゼル発電機燃料油移送ポンプは，

常設でディーゼル発電機建屋 T.P.6.2m に設置する設備であるこ

とから，その機能を期待される重大事故等時における，ディーゼ

ル発電機建屋内の環境条件及び荷重条件を考慮し，表 2.14.128

に示す設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，ディーゼル発電機燃料油サービスタンク，ディーゼル発

電機燃料油貯油槽及びディーゼル発電機燃料油移送ポンプは操

作不要並びにディーゼル発電機は中央制御室及び設置場所にて

操作可能な設計とする。 

 

 

基本方針については，「1.1.10.3 環境条件等」に示す。 

 

設備名称の相違（D/G 燃料油移送設備） 

設置場所の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

炉型による非常用電源設備構成の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備名称の相違（D/G 燃料油移送設備） 

設備名称の相違（燃料油貯油槽） 

設備名称の相違（D/G） 

炉型による非常用電源設備構成の相違 

記載の充実（大飯審査実績を参照） 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

添 57-243 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

非常用交流電源設備については，設計基準事故対処設備として

使用する場合と同じ系統構成で重大事故等時においても使用す

る設計とする。 

また，非常用ディーゼル発電機及び高圧炉心スプレイ系ディーゼ

ル発電機は，中央制御室の操作スイッチにより操作可能な設計と

する。 

非常用ディーゼル発電機及び高圧炉心スプレイ系ディーゼル

発電機は，発電用原子炉の運転中又は停止中に機能・性能及び外

観の確認が可能な設計とする。また，発電用原子炉の停止中に分

解が可能な設計とする。 

非常用ディーゼル発電設備燃料デイタンク及び高圧炉心スプ

レイ系ディーゼル発電設備燃料デイタンクは，発電用原子炉の運

転中に漏えいの有無の確認が可能な設計とする。 

また，発電用原子炉の運転中又は停止中に内部の確認及び弁の開

閉動作の確認が可能な設計とする。 

軽油タンクは，発電用原子炉の運転中又は停止中に漏えいの有

無の確認が可能な設計とする。また，発電用原子炉の停止中に内

部の確認が可能な設計とする。 

非常用ディーゼル発電設備燃料移送ポンプ及び高圧炉心スプ

レイ系ディーゼル発電設備燃料移送ポンプは，発電用原子炉の運

転中又は停止中に機能・性能及び漏えいの有無の確認が可能な設

計とする。 

基本方針については，「2.3.4 操作性及び試験・検査性」に示

す。 

非常用交流電源設備については，設計基準事故対処設備として

使用する場合と同じ系統構成で重大事故等時においても使用す

る設計とする。 

また，ディーゼル発電機は，中央制御室及び設置場所の操作器に

より操作可能な設計とする。 

 

ディーゼル発電機は，発電用原子炉の運転中又は停止中に機

能・性能，外観の確認及び分解が可能な設計とする。 

 

 

ディーゼル発電機燃料油サービスタンクは，発電用原子炉の運

転中に漏えいの有無の確認が可能な設計とする。 

 

また，発電用原子炉の運転中又は停止中に内部の確認及び弁の開

閉動作の確認が可能な設計とする。 

ディーゼル発電機燃料油貯油槽は，発電用原子炉の運転中又は

停止中に漏えいの有無の確認及び内部の確認が可能な設計とす

る。 

ディーゼル発電機燃料油移送ポンプは，発電用原子炉の運転中

又は停止中に機能・性能及び漏えいの有無の確認が可能な設計と

する。 

 

基本方針については，「1.1.10.4 操作性及び試験・検査性」に

示す。 

 

 

 

設備名称の相違（D/G） 

炉型による非常用電源設備構成の相違 

記載の充実（大飯審査実績を参照） 

 

記載表現の相違 

・運転中及び停止中の試験及び検査の内容

に差異がない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

添 57-244 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

 3.14.3.2 非常用直流電源設備 

3.14.3.2.1 設備概要 

非常用直流電源設備は，全交流動力電源喪失した場合，直流電

源が必要な設備に電源を供給することにより，重大事故等が発生

した場合において炉心の著しい損傷，原子炉格納容器の破損，使

用済燃料プール内の燃料体等の著しい損傷及び運転停止中原子

炉内燃料体の著しい損傷を防止することを目的として設置する

ものである。 

本系統は，全交流動力電源喪失時に直流電源が必要な設備に電

源供給する「125V 蓄電池 2A」，「125V 蓄電池 2B」及び「125V 蓄電

池 2H」並びに交流電源復旧後に直流電源が必要な設備に電源供

給する「125V 充電器 2A」，「125V 充電器 2B」及び「125V 充電器

2H」で構成する。 

本系統は，全交流動力電源喪失直後に 125V 蓄電池 2A 及び 125V

蓄電池 2B から重大事故等対処設備に８時間電源供給を行い，並

びに 125V 蓄電池 2H から重大事故等対処設備(設計基準拡張）に

８時間電源供給を行う。 

本系統の概要図を図 3.14－46 に，本系統に関する重大事故等

対処設備一覧を表 3.14－132 に示す。 

本系統は設計基準事故対処設備であるとともに，125V 蓄電池

2A，125V 蓄電池 2B，125V 充電器 2A 及び 125V 充電器 2B を重大

事故等対処設備として位置づけ，また，125V 蓄電池 2H及び 125V

充電器 2H を想定される重大事故等時においてその機能を考慮す

るため，重大事故等対処設備(設計基準拡張）と位置づける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 設備・運用の相違（設計基準拡張） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

添 57-245 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備・運用の相違（設計基準拡張） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

添 57-246 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備・運用の相違（設計基準拡張） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

添 57-247 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

3.14.3.2.2 主要設備の仕様 

主要機器の仕様を以下に示す。 

 

(1) 125V 蓄電池 2A 

個    数：１ 

電    圧：125V 

容    量：約 8,000Ah 

取 付 箇 所：制御建屋地下２階，制御建屋地下１階及び 

制御建屋地下中１階 

 

(2) 125V 蓄電池 2B 

個    数：１ 

電    圧：125V 

容    量：約 6,000Ah 

取 付 箇 所：制御建屋地下１階 

 

(3) 125V 蓄電池 2H 

個    数：１ 

電    圧：125V 

容    量：約 400Ah 

取 付 箇 所：原子炉建屋地上中２階(原子炉建屋付属棟内） 

 

(4) 125V 充電器 2A 

個    数：１ 

直流出力電圧：133.8V 

直流出力電流：約 700A 

取 付 箇 所：制御建屋地下１階 

 

(5)125V 充電器 2B 

個    数：１ 

直流出力電圧：133.8V 

直流出力電流：約 700A 

取 付 箇 所：制御建屋地下１階 

 

(6) 125V 充電器 2H 

個    数：１ 

直流出力電圧：129V 

直流出力電流：約 50A 

取 付 箇 所：原子炉建屋地下１階(原子炉建屋付属棟内） 

 

 

 

 

 

 

 

設備・運用の相違（設計基準拡張） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

添 57-248 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

3.14.3.2.3 設置許可基準規則第 43 条への適合方針 

非常用直流電源設備については，想定される重大事故等時に重

大事故等対処設備（設計基準拡張)として使用するため，「2.3 重

大事故等対処設備に関する基本方針」のうち，多様性，位置的分

散を除く設計方針を適用して設計を行う。 

 

非常用直流電源設備については，設計基準事故対処設備として

使用する場合と同様の系統構成で重大事故等時においても重大

事故等対処設備(設計基準拡張）として使用するため，他の施設

に悪影響を及ぼさない設計とする。 

基本方針については，「2.3.1 多様性，位置的分散，悪影響防

止等」に示す。 

 

非常用直流電源設備については，設計基準事故時の直流電源供

給機能を兼用しており，設計基準事故時に使用する場合の容量

が，重大事故等の収束に必要な容量に対して十分であることか

ら，設計基準事故対処設備と同仕様で設計する。 

基本方針については，「2.3.2 容量等」に示す。 

 

非常用直流電源設備については，制御建屋地下２階，制御建屋

地下１階，制御建屋地下中１階，原子炉建屋地上中２階(原子炉

建屋付属棟内）及び原子炉建屋地下１階(原子炉建屋付属棟内）

に設置する設備であることから，その機能を期待される重大事故

等時における，制御建屋内又は原子炉建屋付属棟内の環境条件及

び荷重条件を考慮し，その機能を有効に発揮することができるよ

う表 3.14－133 に示す設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，非常用直流電源設備は操作不要である。 

基本方針については，「2.3.3 環境条件等」に示す。 

 

 

 

 

 

 

設備・運用の相違（設計基準拡張） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

添 57-249 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

非常用直流電源設備については，設計基準事故対処設備として

使用する場合と同じ系統構成で重大事故等時においても使用す

る設計とする。 

また，125V 蓄電池 2A，125V 蓄電池 2B，125V 蓄電池 2H，125V

充電器 2A，125V 充電器 2B 及び 125V 充電器 2H は，発電用原子炉

の運転中又は停止中に機能・性能及び外観の確認が可能な設計と

する。 

基本方針については，「2.3.4 操作性及び試験・検査性」に示

す。 

設備・運用の相違（設計基準拡張） 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

添 57-250 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

 3.14.3.3 燃料補給設備 

3.14.3.3.1 設備概要 

燃料補給設備は，重大事故等発生時に重大事故等対処設備で使

用する軽油が，枯渇することを防止するため，補機駆動用の軽油

を補給することを目的として使用する。 

本設備は，燃料を保管する「軽油タンク」及び「ガスタービン

発電設備軽油タンク」並びに軽油タンク又はガスタービン発電設

備軽油タンクから燃料を運搬する「タンクローリ」並びに流路で

ある「非常用ディーゼル発電設備燃料移送系配管・弁」，「高圧炉

心スプレイ系ディーゼル発電設備燃料移送系配管・弁」，「ガスタ

ービン発電設備燃料移送系配管・弁」及び「ホース」で構成する。 

大容量送水ポンプ(タイプⅠ），熱交換器ユニット，可搬型窒素

ガス供給装置及び大容量送水ポンプ(タイプⅡ）は，軽油タンク

又はガスタービン発電設備軽油タンクからタンクローリを用い

て燃料を補給できる設計とする。 

軽油タンク又はガスタービン発電設備軽油タンクからタンク

ローリへの軽油の補給は，ホースを用いる設計とする。 

 

本設備の概要図を図 3.14－47 及び図 3.14－48 に，本設備に関

する重大事故等対処設備一覧を表 3.14－134 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.14.3.2 燃料補給設備 

2.14.3.2.1 設備概要 

燃料補給設備は，重大事故等発生時に重大事故等対処設備で使

用する軽油が，枯渇することを防止するため，補機駆動用の軽油

を補給することを目的として使用する。 

本設備は，燃料を保管する「ディーゼル発電機燃料油貯油槽」

及び「燃料タンク（SA）」並びにディーゼル発電機燃料油貯油槽又

は燃料タンク（SA）から燃料を運搬する「可搬型タンクローリー」

及び「ディーゼル発電機燃料油移送ポンプ」並びに流路である「デ

ィーゼル発電機設備（燃料油設備）配管・弁」及び「ホース・接

続口」で構成する。 

緊急時対策所用発電機，可搬型大型送水ポンプ車及び可搬型大

容量海水送水ポンプ車は，ディーゼル発電機燃料油貯油槽から可

搬型タンクローリー（ディーゼル発電機燃料油移送ポンプ使用時

を含む。）を用いて燃料を補給できる設計とする。 

ディーゼル発電機燃料油貯油槽又は燃料タンク（SA）から可搬

型タンクローリーへの軽油の補給は，配管・弁類及びホースを用

いる設計とする。 

本設備の概要図を図 2.14.51～53 に，本設備に関する重大事故

等対処設備一覧を表 2.14.129 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備名称の相違（燃料油貯油槽） 

設備・運用の相違（燃料貯蔵設備） 

設備名称の相違（D/G） 

炉型による非常用電源設備構成の相違 

設備名称の相違（タンクローリー） 

記載表現の相違 

・女川：燃料移送系→泊：燃料油設備 

設備・運用の相違（可搬型タンクローリー

への燃料汲み上げ） 

燃料補給対象の可搬型設備の相違 

記載の充実 

・補給時に使用する配管・弁類の記載を追

加した。 

記載の充実（美浜審査実績を参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

添 57-251 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備の相違 

・設備の仕様に差異があるが，重大事故等

対処設備として必要な設備を設けると

いう点において同等である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

添 57-252 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備の相違 

・設備の仕様に差異があるが，重大事故等

対処設備として必要な設備を設けると

いう点において同等である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

添 57-253 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備の相違 

・設備の仕様に差異があるが，重大事故等

対処設備として必要な設備を設けると

いう点において同等である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

添 57-254 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

3.14.3.3.2 主要設備の仕様 

主要機器の仕様を以下に示す。 

 

 

(1) 軽油タンク 

種    類：横置円筒形 

基    数：６（１系列につき３基) 

：１（１系列につき１基) 

容    量：約 110kL（１基当たり) 

：約 170kL 

使 用 燃 料：軽油 

最高使用圧力：静水頭 

最高使用温度：66℃ 

取 付 箇 所：屋外 

 

(2) ガスタービン発電設備軽油タンク 

種    類：横置円筒形 

基    数：３ 

容    量：約 110kL（１基当たり) 

使 用 燃 料：軽油 

最高使用圧力：静水頭 

最高使用温度：50℃ 

取 付 箇 所：屋外 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.14.3.2.2 主要設備の仕様 

主要機器の仕様を以下に示す。 

 

 

(1) ディーゼル発電機燃料油貯油槽 

種    類：横置円筒形 

基    数：４ 

 

容    量：約 146kL（１基当たり） 

 

使 用 燃 料：軽油 

最高使用圧力：大気圧 

最高使用温度：40℃ 

取 付 箇 所：屋外 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 燃料タンク（SA） 

型    式：横置円筒形 

基    数：１ 

容    量：約 55kL 

使 用 燃 料：軽油 

最高使用圧力：大気圧 

最高使用温度：40℃ 

取 付 箇 所：屋外 

 

(3) ディーゼル発電機燃料油移送ポンプ 

種    類：歯車形 

台    数：２ 

容    量：約 26kL/h（１台当たり） 

吐 出 圧 力：約 0.3MPa[gage] 

最高使用温度：50℃ 

原動機出力：約 11kW（１台当たり） 

取 付 箇 所：ディーゼル発電機建屋 T.P.6.2m 

 

 

 

 

 

設備の相違 

・設備の仕様に差異があるが，重大事故等

対処設備として必要な設備を設けると

いう点において同等である。 

設備名称の相違（燃料油貯油槽） 

 

 

炉型による非常用電源設備構成の相違 

 

 

 

 

 

 

 

設備・運用の相違（燃料貯蔵設備） 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備・運用の相違（燃料貯蔵設備） 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備・運用の相違（可搬型タンクローリー

への燃料汲み上げ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

添 57-255 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

 

 

 

 

(3) タンクローリ 

容    量：約 4.0kL（１台当たり） 

使 用 燃 料：軽油 

最高使用圧力：約 24kPa[gage] 

最高使用温度：40℃ 

台    数：２（予備１） 

設 置 場 所：屋外 

保 管 場 所：屋外 

（第２保管エリア，第３保管エリア及び第

４保管エリア） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 可搬型タンクローリー 

容    量：約４kL（１台当たり） 

使 用 燃 料：軽油 

最高使用圧力：約 24kPa[gage] 

最高使用温度：40℃ 

台    数：２（予備２） 

設 置 場 所：屋外 

保 管 場 所：屋外 

（１号炉西側 31m エリア及び２号炉東側

31m エリア(b)） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備の相違 

・設備の仕様に差異があるが，重大事故等

対処設備として必要な設備を設けると

いう点において同等である。 

設備名称の相違（タンクローリー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

添 57-256 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

3.14.3.3.3 独立性及び位置的分散の確保 

燃料補給設備は，設計基準事故対処設備である非常用交流電源

設備と共通要因によって同時にその機能が損なわれることがな

いよう，表 3.14－135 で示すとおり，位置的分散を図った設計と

する。 

燃料補給設備は，表 3.14－136 で示すとおり，地震，津波，火

災及び溢水により同時に故障することを防止するため，非常用交

流電源設備との独立性を確保する設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.14.3.3.4 設置許可基準規則第 43 条への適合方針 

3.14.3.3.4.1 設置許可基準規則第 43条第１項への適合方針 

(1) 環境条件及び荷重条件(設置許可基準規則第 43 条第１項第

一号） 

(ⅰ) 要求事項 

想定される重大事故等が発生した場合における温度，放射

線，荷重その他の使用条件において，重大事故等に対処するた

めに必要な機能を有効に発揮するものであること。 

2.14.3.2.3 独立性及び位置的分散の確保 

燃料補給設備は，設計基準事故対処設備である非常用交流電源

設備と共通要因によって同時にその機能が損なわれることがな

いよう，表 2.14.130 で示すとおり，位置的分散を図った設計と

する。 

燃料補給設備は，表 2.14.131 で示すとおり，地震，津波，火

災及び溢水により同時に故障することを防止するため，非常用交

流電源設備との独立性を確保する設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.14.3.2.4 設置許可基準規則第 43 条への適合方針 

2.14.3.2.4.1 設置許可基準規則第 43条第１項への適合方針 

(1) 環境条件及び荷重条件（設置許可基準規則第 43 条第１項第

一号） 

(ⅰ) 要求事項 

想定される重大事故等が発生した場合における温度，放射

線，荷重その他の使用条件において，重大事故等に対処するた

めに必要な機能を有効に発揮するものであること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備の相違 

・設備の仕様に差異があるが，重大事故等

対処設備として必要な設備を設けると

いう点において同等である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

添 57-257 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

 

(ⅱ) 適合性 

基本方針については，「2.3.3 環境条件等」に示す。 

 

燃料補給設備の軽油タンクは，常設で屋外に設置する設備で

あることから，その機能を期待される重大事故等時における，

屋外の環境条件及び荷重条件を考慮し，以下の表 3.14－137 に

示す設計とする。 

燃料補給設備のガスタービン発電設備軽油タンクは，常設で

屋外に設置する設備であることから，その機能を期待される重

大事故等時における，屋外の環境条件及び荷重条件を考慮し，

以下の表 3.14－138 に示す設計とする。 

 

 

 

 

 

燃料補給設備のタンクローリは，可搬型で屋外の第２保管エ

リア，第３保管エリア及び第４保管エリアに保管し，重大事故

等時は，屋外に設置する設備であることから，その機能を期待

される重大事故等時における，屋外の環境条件及び荷重条件を

考慮し，以下の表 3.14－139 に示す設計とする。 

（57－2，57－3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ⅱ) 適合性 

基本方針については，「1.1.10.3 環境条件等」に示す。 

 

燃料補給設備のディーゼル発電機燃料油貯油槽及び燃料タ

ンク（SA）は，常設で屋外に設置する設備であることから，そ

の機能を期待される重大事故等時における，屋外の環境条件及

び荷重条件を考慮し，表 2.14.132～133 に示す設計とする。 

 

 

 

 

燃料補給設備のディーゼル発電機燃料油移送ポンプは，常設

でディーゼル発電機建屋 T.P.6.2m に設置する設備であること

から，その機能を期待される重大事故等時における，ディーゼ

ル発電機建屋内の環境条件及び荷重条件を考慮し，表 2.14.134

に示す設計とする。 

燃料補給設備の可搬型タンクローリーは，可搬型で屋外の１

号炉西側 31m エリア及び２号炉東側 31m エリア(b)に保管し，

重大事故等時は，屋外に設置する設備であることから，その機

能を期待される重大事故等時における，屋外の環境条件及び荷

重条件を考慮し，表 2.14.135 に示す設計とする。 

（57－2，57－4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備名称の相違（燃料油貯油槽） 

設備・運用の相違（燃料貯蔵設備） 

 

 

設備・運用の相違（燃料貯蔵設備） 

 

 

 

設備・運用の相違（可搬型タンクローリー

への燃料汲み上げ） 

 

 

 

設備名称の相違（タンクローリー） 

保管場所の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

添 57-258 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 操作性(設置許可基準規則第 43 条第１項第二号） 

(ⅰ) 要求事項 

想定される重大事故等が発生した場合において確実に操作

できるものであること。 

 

(ⅱ) 適合性 

基本方針については，「2.3.4 操作性及び試験・検査性」に

示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 操作性（設置許可基準規則第 43 条第１項第二号） 

(ⅰ) 要求事項 

想定される重大事故等が発生した場合において確実に操作

できるものであること。 

 

(ⅱ) 適合性 

基本方針については，「1.1.10.4 操作性及び試験・検査性」

に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

添 57-259 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

燃料補給設備を運転する場合は，タンクローリの配備及び軽

油タンク又はガスタービン発電設備軽油タンクへのホース接

続を行い，軽油の抜き取りを実施した後，タンクローリを大容

量送水ポンプ(タイプⅠ），熱交換器ユニット，可搬型窒素ガス

供給装置及び大容量送水ポンプ(タイプⅡ）の近傍に移動及び

ホースの接続を行い，タンクローリを起動することで燃料の補

給を行う。 

燃料補給設備の操作に必要な各機器及びホースを表 3.14－140

及び表 3.14－141 に示す。 

燃料補給設備の軽油タンクは，D/G 軽油タンク出口弁及び

HPCS D/G 軽油タンク出口弁並びに D/G 軽油タンク払出口止め

弁及び HPCS D/G 軽油タンク払出口止め弁を手動弁とすること

で，設置場所で確実に操作可能な設計とする。 

燃料補給設備のガスタービン発電設備軽油タンクは，GTG 軽

油タンク出口弁及び GTG 軽油タンク払出口止め弁を手動弁と

することで，設置場所で確実に操作可能な設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

燃料補給設備のタンクローリは，設置場所にて付属の操作ス

イッチからのスイッチ操作で起動する設計とする。 

タンクローリは付属の操作スイッチを操作するにあたり，運転

員のアクセス性を考慮して十分な操作空間を確保する。 

また，それぞれの操作対象については銘板をつけることで識別

可能とし，運転員の操作及び監視性を考慮して確実に操作でき

る設計とする。 

タンクローリは，D/G 軽油タンク払出口止め弁及び HPCS D/G

軽油タンク払出口止め弁並びに GTG 軽油タンク払出口止め弁

まで移動可能な車両設計とするとともに，設置場所にて輪留め

による固定等が可能な設計とする。 

ホースの接続に当たっては，特殊な工具及び技量は必要とせ

ず，専用の接続方式である専用金具にすることにより，確実に

操作可能な設計とする。 

表 3.14－140 及び表 3.14－141 に操作対象機器を示す。 

（57－2，57－3) 

 

 

燃料補給設備を運転する場合は，可搬型タンクローリーの配

備及びディーゼル発電機燃料油貯油槽，燃料タンク（SA）又は

ディーゼル発電機燃料油移送ポンプへのホース接続を行い，軽

油の抜き取りを実施した後，可搬型タンクローリーを緊急時対

策所用発電機，可搬型大型送水ポンプ車及び可搬型大容量海水

送水ポンプ車の近傍に移動及びホースの接続を行い，可搬型タ

ンクローリーを起動することで燃料の補給を行う。 

燃料補給設備の操作に必要な各機器及びホースを表 2.14.136

～139 に示す。 

燃料補給設備のディーゼル発電機燃料油貯油槽は，ディーゼ

ル発電機燃料油貯油槽給油口の手動操作により，設置場所で確

実に操作可能な設計とする。 

 

 

 

 

燃料補給設備の燃料タンク（SA）は，燃料タンク（SA）給油

口の手動操作により，設置場所で確実に操作可能な設計とす

る。 

燃料補給設備のディーゼル発電機燃料油移送ポンプは，設置

場所での操作器により操作が可能な設計とし，誤操作防止のた

めに名称等により識別可能とし，操作者の操作及び監視性を考

慮し，かつ，十分な操作空間を確保し，容易に操作可能な設計

とする。 

ディーゼル発電機燃料油移送ポンプは，燃料油移送ポンプ出

口連絡サンプリング弁，燃料油移送ポンプ出口連絡弁及び燃料

油サービスタンク入口弁の手動操作により，設置場所で確実に

操作可能な設計とする。 

燃料補給設備の可搬型タンクローリーは，設置場所にて付属

の操作器からの操作器操作で起動する設計とする。 

可搬型タンクローリーは付属の操作器を操作するにあたり，操

作者のアクセス性を考慮して十分な操作空間を確保する。 

また，それぞれの操作対象については名称等により識別可能と

し，操作者の操作及び監視性を考慮して確実に操作できる設計

とする。 

可搬型タンクローリーは，ディーゼル発電機燃料油貯油槽及

び T.P.10.3m 原子炉補助建屋海側燃料油移送配管屋外接続口

並びに燃料タンク（SA）まで移動可能な車両設計とするととも

に，設置場所にて車輪止めによる固定等が可能な設計とする。 

ホースの接続に当たっては，特殊な工具及び技量は必要とせ

ず，簡便な接続方法により，容易かつ確実に操作可能な設計と

する。 

表 2.14.136～139 に操作対象機器の操作場所を示す。 

（57－2，57－4） 

 

 

設備名称の相違（タンクローリー） 

設備名称の相違（燃料油貯油槽） 

設備・運用の相違（燃料貯蔵設備） 

設備・運用の相違（可搬型タンクローリー

への燃料汲み上げ） 

燃料補給対象の可搬型設備の相違 

 

 

 

設備名称の相違（D/G） 

炉型による非常用電源設備構成の相違 

操作対象の相違 

 

設備・運用の相違（燃料貯蔵設備） 

 

 

設備・運用の相違（燃料貯蔵設備） 

 

 

設備・運用の相違（可搬型タンクローリー

への燃料汲み上げ） 

 

 

 

 

 

 

 

設備名称の相違（タンクローリー） 

記載表現の相違 

・女川：操作スイッチ，スイッチ操作→泊：

操作器 

・女川：運転員→泊：操作者 

識別に係る記載表現の相違 

 

設備名称の相違（D/G） 

炉型による非常用電源設備構成の相違 

設備・運用の相違（燃料貯蔵設備） 

操作対象箇所の相違 

記載表現の相違（車輪止め） 

記載表現の相違（大飯審査実績を参照） 

 

 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

添 57-260 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備名称の相違 

設置場所，操作場所，操作方法の相違 

設備の相違 

・設備の仕様に差異があるが，重大事故等

対処設備として必要な設備を設けると

いう点において同等である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

添 57-261 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 試験及び検査(設置許可基準規則第 43条第１項第三号） 

(ⅰ) 要求事項 

健全性及び能力を確認するため，発電用原子炉の運転中又は

停止中に試験又は検査ができるものであること。 

 

(ⅱ) 適合性 

基本方針については，「2.3.4 操作性及び試験・検査性」に

示す。 

 

燃料補給設備の軽油タンクは，表 3.14－142 に示すように，

発電用原子炉の運転中又は停止中に外観検査及び漏えい試験

が可能な設計とし，発電用原子炉の停止中に開放検査が可能な

設計とする。 

軽油タンク内面の確認として，目視により性能に影響を及ぼ

すおそれのある損傷，腐食等がないことの確認が可能な設計と

する。 

具体的にはタンク上部のマンホールが開放可能であり，内面の

点検が可能な設計とする。 

また，軽油タンクの漏えい試験の実施が可能な設計とする。 

 

具体的には漏えい試験が可能な隔離弁を設ける設計とする。 

軽油タンクは油面レベルの確認が可能な計器を設ける設計

とする。 

燃料補給設備のガスタービン発電設備軽油タンクは，表3.14

－143 に示すように，発電用原子炉の運転中又は停止中に外観

検査及び漏えい試験が可能な設計とし，発電用原子炉の停止中

に開放検査が可能な設計とする。 

ガスタービン発電設備軽油タンク内面の確認として，目視に

より性能に影響を及ぼすおそれのある損傷，腐食等がないこと

の確認が可能な設計とする。具体的にはタンク上部のマンホー

ルが開放可能であり，内面の点検が可能な設計とする。 

また，ガスタービン発電設備軽油タンクの漏えい試験の実施

が可能な設計とする。具体的には漏えい試験が可能な隔離弁を

設ける設計とする。 

ガスタービン発電設備軽油タンクは油面レベルの確認が可

能な計器を設ける設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 試験及び検査（設置許可基準規則第 43条第１項第三号） 

(ⅰ) 要求事項 

健全性及び能力を確認するため，発電用原子炉の運転中又は

停止中に試験又は検査ができるものであること。 

 

(ⅱ) 適合性 

基本方針については，「1.1.10.4 操作性及び試験・検査性」

に示す。 

 

燃料補給設備のディーゼル発電機燃料油貯油槽は，表

2.14.140 に示すように，発電用原子炉の運転中又は停止中に外

観点検，漏えい試験及び開放点検が可能な設計とする。 

 

ディーゼル発電機燃料油貯油槽内面の確認として，目視によ

り性能に影響を及ぼすおそれのある損傷，腐食等がないことの

確認が可能な設計とする。 

具体的にはタンク上部のマンホールが開放可能であり，内面の

点検が可能な設計とする。 

また，ディーゼル発電機燃料油貯油槽の漏えい試験の実施が

可能な設計とする。 

具体的には漏えい試験が可能な隔離弁を設ける設計とする。 

ディーゼル発電機燃料油貯油槽は油面レベルの確認が可能

な計器を設ける設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備名称の相違（燃料油貯油槽） 

 

記載表現の相違 

・女川：検査→泊：点検 

・運転中及び停止中の試験及び検査の内容

に差異がない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備・運用の相違（燃料貯蔵設備） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

添 57-262 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

燃料補給設備のタンクローリは，表 3.14－144 に示すよう

に，発電用原子炉の運転中又は停止中に漏えい試験，機能・性

能試験，分解検査又は取替え並びに外観検査が可能な設計とす

る。 

また，タンクローリは車両として運転状態の確認及び外観検査

が可能な設計とする。 

タンクローリは，油量及び漏えいの確認が可能なように油面

計又は検尺口を設け，かつ，内部の確認が可能なようにマンホ

ールを設ける設計とする。 

さらに，タンクローリは車両としての運転状態の確認及び外観

の確認が可能な設計とする。 

タンクローリ付ポンプは，通常系統にて機能・性能確認ができ

る設計とし，分解が可能な設計とする。 

ホースの外観検査として，機能・性能に影響を及ぼすおそれ

のある亀裂，腐食等がないことの確認を行うことが可能な設計

とする。 

（57－4） 

 

 

 

 

 

燃料補給設備の燃料タンク（SA）は，表 2.14.141 に示すよ

うに，発電用原子炉の運転中又は停止中に外観点検，漏えい試

験及び開放点検が可能な設計とする。 

燃料タンク（SA）内面の確認として，目視により性能に影響

を及ぼすおそれのある損傷，腐食等がないことの確認が可能な

設計とする。具体的にはタンク上部のマンホールが開放可能で

あり，内面の点検が可能な設計とする。 

また，燃料タンク（SA）の漏えい試験の実施が可能な設計と

する。具体的には漏えい試験が可能な隔離弁を設ける設計とす

る。 

燃料タンク（SA）は油面レベルの確認が可能な計器を設ける

設計とする。 

燃料補給設備のディーゼル発電機燃料油移送ポンプは，表

2.14.142 に示すように，発電用原子炉の運転中又は停止中に機

能・性能試験，漏えい試験，分解点検及び外観点検が可能な設

計とする。 

ディーゼル発電機燃料油移送ポンプは，運転性能の確認とし

て，ディーゼル発電機燃料油移送ポンプの吐出圧力，ポンプ周

りの振動，異音，異臭等の確認が可能な設計とする。 

具体的には，試験用の系統を構成することにより機能・性能試

験が可能な設計とする。 

ディーゼル発電機燃料油移送ポンプの部品状態の確認とし

て，目視等により性能に影響を及ぼすおそれのある損傷，腐食

等がないことを確認する分解点検が可能な設計とする。 

燃料補給設備の可搬型タンクローリーは，表 2.14.143 に示

すように，発電用原子炉の運転中又は停止中に漏えい試験，機

能・性能試験，分解点検又は取替え並びに外観点検が可能な設

計とする。 

また，可搬型タンクローリーは車両として運転状態の確認及び

外観点検が可能な設計とする。 

可搬型タンクローリーは，油量及び漏えいの確認が可能なよ

うに油面計又は検尺口を設け，かつ，内部の確認が可能なよう

にマンホールを設ける設計とする。 

さらに，可搬型タンクローリーは車両としての運転状態の確認

及び外観の確認が可能な設計とする。 

可搬型タンクローリー付ポンプは，通常系統にて機能・性能確

認ができる設計とし，分解が可能な設計とする。 

ホースの外観点検として，機能・性能に影響を及ぼすおそれ

のある亀裂，腐食等がないことの確認を行うことが可能な設計

とする。 

（57－3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備・運用の相違（燃料貯蔵設備） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備・運用の相違（可搬型タンクローリー

への燃料汲み上げ） 

 

 

 

設備名称の相違（タンクローリー） 

 

 

記載表現の相違 

・女川：検査→泊：点検 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

添 57-263 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記載表現の相違 

・運転中及び停止中の試験及び検査の内容

に差異がない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

添 57-264 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

(4) 切替えの容易性(設置許可基準規則第 43 条第１項第四号) 

(ⅰ) 要求事項 

本来の用途以外の用途として重大事故等に対処するために

使用する設備にあっては，通常時に使用する系統から速やかに

切り替えられる機能を備えるものであること。 

 

(ⅱ) 適合性 

基本方針については，「2.3.4 操作性及び試験・検査性」に

示す。 

燃料補給設備のタンクローリは，本来の用途以外の用途には

使用しない。 

燃料補給設備の軽油タンク及びガスタービン発電設備軽油

タンクは，本来の用途以外の用途として使用するため，切り替

えて使用する。 

 

軽油タンク及びガスタービン発電設備軽油タンクは，D/G 軽

油タンク出口弁，D/G 軽油タンク払出口止め弁，HPCS D/G 軽油

タンク出口弁，HPCS D/G 軽油タンク払出口止め弁，GTG 軽油タ

ンク出口弁及び GTG 軽油タンク払出口止め弁を設けることに

より速やかな切替えが可能な設計とする。 

なお，必要な燃料補給設備の操作の対象機器は表 3.14－140 及

び表 3.14－141 と同様である。 

これにより，図 3.14－49 及び図 3.14－50 で示すタイムチャ

ートのとおり速やかに切替えが可能である。 

(57－3) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 切替えの容易性（設置許可基準規則第 43 条第１項第四号） 

(ⅰ) 要求事項 

本来の用途以外の用途として重大事故等に対処するために

使用する設備にあっては，通常時に使用する系統から速やかに

切り替えられる機能を備えるものであること。 

 

(ⅱ) 適合性 

基本方針については，「1.1.10.4 操作性及び試験・検査性」

に示す。 

燃料補給設備の可搬型タンクローリー及び燃料タンク（SA）

は，本来の用途以外の用途には使用しない。 

燃料補給設備のディーゼル発電機燃料油貯油槽及びディー

ゼル発電機燃料油移送ポンプは，本来の用途以外の用途として

使用するため，切り替えて使用する。 

 

ディーゼル発電機燃料油貯油槽及びディーゼル発電機燃料

油移送ポンプは，ディーゼル発電機燃料油貯油槽給油口，燃料

油移送ポンプ出口連絡サンプリング弁，燃料油移送ポンプ出口

連絡弁及び燃料油サービスタンク入口弁を設けることにより，

速やかな切替えが可能な設計とする。 

なお，必要な燃料補給設備の操作の対象機器は表 2.14.136～

139 と同様である。 

これにより，図 2.14.54～56 で示すタイムチャートのとおり

速やかに切替えが可能である。 

（57－4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備名称の相違（タンクローリー） 

 

設備名称の相違（燃料油貯油槽） 

設備・運用の相違（燃料貯蔵設備） 

新規に設置する燃料タンク（SA）は，重大

事故等に必要な燃料を発電所内に保有す

るための専用タンクであるため，切替えに

は該当しないものと整理した。 

設備・運用の相違（可搬型タンクローリー

への燃料汲み上げ） 

操作対象の相違 

 

 

 

 

 

 

 

タイムチャートの相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

添 57-265 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 悪影響の防止(設置許可基準規則第 43条第１項第五号） 

(ⅰ) 要求事項 

工場等内の他の設備に対して悪影響を及ぼさないものであ

ること。 

 

(ⅱ) 適合性 

基本方針については，「2.3.1 多様性，位置的分散，悪影響

防止等」に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 悪影響の防止（設置許可基準規則第 43条第１項第五号） 

(ⅰ) 要求事項 

工場等内の他の設備に対して悪影響を及ぼさないものであ

ること。 

 

(ⅱ) 適合性 

基本方針については，「1.1.10.1 多様性，位置的分散，悪影

響防止等」に示す。 

 

 

 

 

タイムチャートの相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

添 57-266 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

燃料補給設備のタンクローリは，通常時は接続先の系統と分

離して保管しており，重大事故等時に接続，弁操作等により重

大事故等対処設備としての系統構成とすることで，他の設備に

悪影響を及ぼさない設計とする。 

 

タンクローリは，輪留めによる固定等をすることで，他の設

備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

燃料補給設備の軽油タンク及びガスタービン発電設備軽油

タンクは，表 3.14－145 に示すように，通常時は軽油タンク及

びガスタービン発電設備軽油タンクとタンクローリを分離し

て保管し，かつ，D/G 軽油タンク払出口止め弁，D/G 軽油タン

ク入口弁，HPCS D/G 軽油タンク払出口止め弁，HPCS D/G 軽油

タンク入口弁，GTG 軽油タンク払出口止め弁及び GTG 軽油タン

ク入口弁を閉止することで隔離する系統構成としており，重大

事故等時に弁操作等により重大事故等対処設備としての系統

構成とすることで，非常用交流電源設備及び常設代替交流電源

設備に対して悪影響を及ぼさない設計とする。 

（57－3，57－7) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6) 設置場所(設置許可基準規則第 43条第１項第六号） 

(ⅰ) 要求事項 

想定される重大事故等が発生した場合において重大事故等

対処設備の操作及び復旧作業を行うことができるよう，放射線

量が高くなるおそれが少ない設置場所の選定，設置場所への遮

蔽物の設置その他の適切な措置を講じたものであること。 

 

燃料補給設備の可搬型タンクローリーは，通常時は接続先の

系統と分離して保管しており，重大事故等時に接続，弁操作等

により重大事故等対処設備としての系統構成とすることで，他

の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

可搬型タンクローリーは，車輪止めによる固定等をすること

で，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

燃料補給設備のディーゼル発電機燃料油貯油槽，ディーゼル

発電機燃料油移送ポンプ及び燃料タンク（SA）は，表 2.14.144

に示すように，通常時はディーゼル発電機燃料油貯油槽，ディ

ーゼル発電機燃料油移送ポンプ及び燃料タンク（SA）と可搬型

タンクローリーを分離して保管し，かつ，ディーゼル発電機燃

料油貯油槽給油口，燃料油移送ポンプ出口連絡サンプリング弁

及び燃料タンク（SA）給油口を閉止することで隔離する系統構

成としており，重大事故等時に弁操作等により重大事故等対処

設備としての系統構成とすることで，非常用交流電源設備に対

して悪影響を及ぼさない設計とする。 

 

（57－4，57－6） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6) 設置場所（設置許可基準規則第 43条第１項第六号） 

(ⅰ) 要求事項 

想定される重大事故等が発生した場合において重大事故等

対処設備の操作及び復旧作業を行うことができるよう，放射線

量が高くなるおそれが少ない設置場所の選定，設置場所への遮

蔽物の設置その他の適切な措置を講じたものであること。 

 

設備名称の相違（タンクローリー） 

 

 

 

記載表現の相違（車輪止め） 

 

設備名称の相違（燃料油貯油槽） 

設備・運用の相違（燃料貯蔵設備） 

設備・運用の相違（可搬型タンクローリー

への燃料汲み上げ） 

操作対象の相違 

設備名称の相違（D/G 燃料油移送設備） 

設備名称の相違（D/G） 

炉型による非常用電源設備構成の相違 

設備・運用の相違（代替非常用発電機の燃

料補給） 

 

 

 

 

 

 

 

 

他系統との隔離箇所の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

添 57-267 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

(ⅱ) 適合性 

基本方針については，「2.3.3 環境条件等」に示す。 

 

燃料補給設備の操作に必要な機器の設置場所及び操作場所

を表 3.14－140 及び表 3.14－141 に示す。 

これらの操作場所は，想定される重大事故等時における放射

線量が高くなるおそれが少ないため，屋外で操作可能な設計と

する。 

（57－2） 

 

3.14.3.3.4.2 設置許可基準規則第 43条第２項への適合方針 

(1)容量(設置許可基準規則第 43 条第２項第一号） 

(ⅰ) 要求事項 

想定される重大事故等の収束に必要な容量を有するもので

あること。 

(ⅱ) 適合性 

基本方針については，「2.3.2 容量等」に示す。 

 

a. 軽油タンク 

燃料補給設備の軽油タンクは，想定される重大事故等時に

おいて，同時にその機能を発揮することを要求される可搬型

重大事故等対処設備が，７日間連続運転する場合に必要とな

る燃料量約 74kL を上回る，容量約 830kL を有する設計とす

る。 

（57－5） 

 

ｂ．ガスタービン発電設備軽油タンク 

燃料補給設備のガスタービン発電設備軽油タンクは，想定

される重大事故等時において，同時にその機能を発揮するこ

とを要求される可搬型重大事故等対処設備が，７日間連続運

転する場合に必要となる燃料量約 74kL を上回る，容量約

330kL を有する設計とする。 

（57－5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ⅱ) 適合性 

基本方針については，「1.1.10.3 環境条件等」に示す。 

 

燃料補給設備の操作に必要な機器の設置場所及び操作場所

を表 2.14.136～139 に示す。 

これらの操作場所は，想定される重大事故等時における放射

線量が高くなるおそれが少ないため，屋外又は周辺補機棟で操

作可能な設計とする。 

（57－2） 

 

2.14.3.2.4.2 設置許可基準規則第 43条第２項への適合方針 

(1) 容量（設置許可基準規則第 43条第２項第一号） 

(ⅰ) 要求事項 

想定される重大事故等の収束に必要な容量を有するもので

あること。 

(ⅱ) 適合性 

基本方針については，「1.1.10.2 容量等」に示す。 

 

a. ディーゼル発電機燃料油貯油槽 

燃料補給設備のディーゼル発電機燃料油貯油槽は，想定さ

れる重大事故等時において，同時にその機能を発揮すること

を要求される可搬型重大事故等対処設備が，７日間連続運転

する場合に必要となる燃料量約 44.2kL を上回る，容量約

540kL を有する設計とする。 

（57－5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b. 燃料タンク（SA） 

燃料補給設備の燃料タンク（SA）は，想定される重大事故

等時において，同時にその機能を発揮することを要求される

可搬型重大事故等対処設備が，７日間連続運転する場合に必

要となる燃料量約 44.2kL を上回る，容量約 50kL を有する設

計とする。 

（57－5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設置場所の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備名称の相違（燃料油貯油槽） 

 

 

設備の相違 

・設備の容量に差異があるが，重大事故等

対処設備として必要な設備を設けると

いう点において同等である。 

 

設備・運用の相違（燃料貯蔵設備） 

 

 

 

 

 

 

 

設備・運用の相違（燃料貯蔵設備） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

添 57-268 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 共用の禁止(設置許可基準規則第 43 条第２項第二号） 

(ⅰ) 要求事項 

二以上の発電用原子炉施設において共用するものでないこ

と。ただし，二以上の発電用原子炉施設と共用することによっ

て当該二以上の発電用原子炉施設の安全性が向上する場合で

あって，同一の工場等内の他の発電用原子炉施設に対して悪影

響を及ぼさない場合は，この限りでない。 

 

(ⅱ) 適合性 

基本方針については，「2.3.1 多様性，位置的分散，悪影響

防止等」に示す。 

 

燃料補給設備は，二以上の発電用原子炉施設において共用し

ない設計とする。 

 

(3) 設計基準事故対処設備との多様性(設置許可基準規則第 43

条第２項第三号） 

(ⅰ) 要求事項 

常設重大事故防止設備は，共通要因によって設計基準事故対

処設備の安全機能と同時にその機能が損なわれるおそれがな

いよう，適切な措置を講じたものであること。 

 

(ⅱ) 適合性 

基本方針については，「2.3.1 多様性，位置的分散，悪影響

防止等」に示す。 

燃料補給設備は，設計基準事故対処設備である非常用交流電

源設備と同時に機能喪失しない設計とする。 

これらの詳細については，3.14.3.3.3項に記載のとおりであ

る。 

（57－2，57－3） 

 

3.14.3.3.4.3 設置許可基準規則第 43条第３項への適合状況 

(1) 容量(設置許可基準規則第 43条第３項第一号） 

(ⅰ) 要求事項 

想定される重大事故等の収束に必要な容量に加え，十分に余

裕のある容量を有するものであること。 

 

(ⅱ) 適合性 

基本方針については，「2.3.2 容量等」に示す。 

c. ディーゼル発電機燃料油移送ポンプ 

燃料補給設備のディーゼル発電機燃料油移送ポンプは，可

搬型重大事故等対処設備の燃料消費量を上回る，容量約

26kL/h／台，吐出圧力約 0.3MPa 及び原動機出力約 11kW／台

を２台有する設計とする。 

（57－5） 

 

(2) 共用の禁止（設置許可基準規則第 43 条第２項第二号） 

(ⅰ) 要求事項 

二以上の発電用原子炉施設において共用するものでないこ

と。ただし，二以上の発電用原子炉施設と共用することによっ

て当該二以上の発電用原子炉施設の安全性が向上する場合で

あって，同一の工場等内の他の発電用原子炉施設に対して悪影

響を及ぼさない場合は，この限りでない。 

 

(ⅱ) 適合性 

基本方針については，「1.1.10.1 多様性，位置的分散，悪影

響防止等」に示す。 

 

燃料補給設備は，二以上の発電用原子炉施設において共用し

ない設計とする。 

 

(3) 設計基準事故対処設備との多様性（設置許可基準規則第 43

条第２項第三号） 

(ⅰ) 要求事項 

常設重大事故防止設備は，共通要因によって設計基準事故対

処設備の安全機能と同時にその機能が損なわれるおそれがな

いよう，適切な措置を講じたものであること。 

 

(ⅱ) 適合性 

基本方針については，「1.1.10.1 多様性，位置的分散，悪影

響防止等」に示す。 

燃料補給設備は，設計基準事故対処設備である非常用交流電

源設備と同時に機能喪失しない設計とする。 

これらの詳細については，2.14.3.2.3 項に記載のとおりであ

る。 

（57－2，57－4） 

 

2.14.3.2.4.3 設置許可基準規則第 43条第３項への適合方針 

(1) 容量（設置許可基準規則第 43条第３項第一号） 

(ⅰ) 要求事項 

想定される重大事故等の収束に必要な容量に加え，十分に余

裕のある容量を有するものであること。 

 

(ⅱ) 適合性 

基本方針については，「1.1.10.2 容量等」に示す。 

設備・運用の相違（可搬型タンクローリー

への燃料汲み上げ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

添 57-269 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

 

a. タンクローリ 

燃料補給設備のタンクローリは，想定される重大事故等時

において，その機能を発揮することが必要な重大事故等対処

設備に，燃料を補給できる容量を有する設計とする。 

 

容量としては重大事故等時において，その機能を発揮する

ことを要求される大容量送水ポンプ(タイプⅠ）及び熱交換

器ユニットの連続運転が可能な燃料を，それぞれ大容量送水

ポンプ(タイプⅠ）及び熱交換器ユニットに供給できる容量

を有するものを１セット２台使用する。保有数は１セット２

台と，故障時及び保守点検による待機除外時のバックアップ

用として１台の合計３台を分散して保管する。 

（57－5，57－11） 

 

(2) 確実な接続(設置許可基準規則第 43 条第３項第二号） 

(ⅰ) 要求事項 

常設設備（発電用原子炉施設と接続されている設備又は短時

間に発電用原子炉施設と接続することができる常設の設備を

いう。以下同じ。)と接続するものにあっては，当該常設設備と

容易かつ確実に接続することができ，かつ，二以上の系統又は

発電用原子炉施設が相互に使用することができるよう，接続部

の規格の統一その他の適切な措置を講じたものであること。 

 

(ⅱ) 適合性 

基本方針については，「2.3.4 操作性及び試験・検査性」に

示す。 

 

燃料補給設備のタンクローリと軽油タンク又はガスタービ

ン発電設備軽油タンクの接続については，燃料ホースを接続す

るために，軽油タンク又はガスタービン発電設備軽油タンクの

払出口に特別な工具を要しない専用金具を設けることにより，

容易かつ確実に接続可能な設計とする。 

 

 

 

 

 

 

燃料補給設備の接続が必要なタンクローリホースは，現場で

容易に接続可能な設計とする。表 3.14－146 及び表 3.14－147

に対象設備の接続場所を示す。 

（57－2，57－3） 

 

 

 

 

a. 可搬型タンクローリー 

燃料補給設備の可搬型タンクローリーは，想定される重大

事故等時において，その機能を発揮することが必要な重大事

故等対処設備に，燃料を補給できる容量を有する設計とす

る。 

容量としては重大事故等時において，その機能を発揮する

ことを要求される緊急時対策所用発電機及び可搬型大型送

水ポンプ車の連続運転が可能な燃料を，それぞれ緊急時対策

所用発電機及び可搬型大型送水ポンプ車に供給できる容量

を有するものを１セット２台使用する。保有数は１セット２

台と，故障時及び保守点検による待機除外時のバックアップ

用として２台の合計４台を分散して保管する。 

（57－5，57－11） 

 

(2) 確実な接続（設置許可基準規則第 43 条第３項第二号） 

(ⅰ) 要求事項 

常設設備（発電用原子炉施設と接続されている設備又は短時

間に発電用原子炉施設と接続することができる常設の設備を

いう。以下同じ。）と接続するものにあっては，当該常設設備と

容易かつ確実に接続することができ，かつ，二以上の系統又は

発電用原子炉施設が相互に使用することができるよう，接続部

の規格の統一その他の適切な措置を講じたものであること。 

 

(ⅱ) 適合性 

基本方針については，「1.1.10.4 操作性及び試験・検査性」

に示す。 

 

燃料補給設備の可搬型タンクローリーとディーゼル発電機

燃料油貯油槽又は燃料タンク（SA）の接続については，ホース

を接続するために，ディーゼル発電機燃料油貯油槽又は燃料タ

ンク（SA）の給油口を開放して給油口内にホースを挿入して接

続することにより，容易かつ確実に接続可能な設計とする。 

燃料補給設備の可搬型タンクローリーとディーゼル発電機

燃料油移送ポンプ出口連絡サンプリングラインの接続につい

ては，配管・弁類及びホースを接続するために，ディーゼル発

電機燃料油移送ポンプ出口連絡サンプリングラインに配管・弁

類及びホースを簡便な接続方法で接続することにより，容易か

つ確実に接続可能な設計とする。 

燃料補給設備の接続が必要な可搬型タンクローリーホース

（ディーゼル発電機燃料油移送ポンプ使用時は配管・弁類を含

む。）は，現場で容易に接続可能な設計とする。表 2.14.145～

147 に対象機器の接続場所を示す。 

（57－2，57－4） 

 

 

 

設備名称の相違（タンクローリー） 

 

 

 

 

 

燃料補給対象の可搬型設備の相違 

 

 

 

 

設備・運用の相違（使用数及び保有数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備名称の相違（タンクローリー） 

設備名称の相違（燃料油貯油槽） 

設備・運用の相違（燃料貯蔵設備） 

設備・運用の相違（可搬型タンクローリー

への燃料汲み上げ） 

設備・運用の相違（代替非常用発電機の燃

料補給） 

 

 

 

 

設備名称の相違（タンクローリー） 

記載の充実（大飯審査実績の参照） 

 

 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

添 57-270 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 複数の接続口(設置許可基準規則第 43条第３項第三号） 

(ⅰ) 要求事項 

常設設備と接続するものにあっては，共通要因によって接続

することができなくなることを防止するため，可搬型重大事故

等対処設備（原子炉建屋の外から水又は電力を供給するものに

限る。)の接続口をそれぞれ互いに異なる複数の場所に設ける

ものであること。 

 

(ⅱ) 適合性 

基本方針については，「2.3.1 多様性，位置的分散，悪影響

防止等」に示す。 

 

a. タンクローリ 

燃料補給設備のタンクローリを接続する軽油タンク又は

ガスタービン発電設備軽油タンクは，100m 以上離隔を確保

し，各々の接続箇所が共通要因により接続不可とならない設

計とする。 

（57－2） 

 

(4) 設置場所(設置許可基準規則第 43条第３項第四号) 

(ⅰ) 要求事項 

想定される重大事故等が発生した場合において可搬型重大

事故等対処設備を設置場所に据え付け，及び常設設備と接続す

ることができるよう，放射線量が高くなるおそれが少ない設置

場所の選定，設置場所への遮蔽物の設置その他の適切な措置を

講じたものであること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 複数の接続口（設置許可基準規則第 43条第３項第三号） 

(ⅰ) 要求事項 

常設設備と接続するものにあっては，共通要因によって接続

することができなくなることを防止するため，可搬型重大事故

等対処設備（原子炉建屋の外から水又は電力を供給するものに

限る。）の接続口をそれぞれ互いに異なる複数の場所に設ける

ものであること。 

 

(ⅱ) 適合性 

基本方針については，「1.1.10.1 多様性，位置的分散，悪影

響防止等」に示す。 

 

a. 可搬型タンクローリー 

燃料補給設備の可搬型タンクローリーを接続するディー

ゼル発電機燃料油貯油槽又は燃料タンク（SA）は，100m 以上

離隔を確保し，各々の接続箇所が共通要因により接続不可と

ならない設計とする。 

（57－2） 

 

(4) 設置場所（設置許可基準規則第 43条第３項第四号） 

(ⅰ) 要求事項 

想定される重大事故等が発生した場合において可搬型重大

事故等対処設備を設置場所に据え付け，及び常設設備と接続す

ることができるよう，放射線量が高くなるおそれが少ない設置

場所の選定，設置場所への遮蔽物の設置その他の適切な措置を

講じたものであること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備名称の相違（タンクローリー） 

設備名称の相違（燃料油貯油槽） 

設備・運用の相違（燃料貯蔵設備） 

設備・運用の相違（代替非常用発電機の燃

料補給） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

添 57-271 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

(ⅱ) 適合性 

基本方針については，「2.3.3 環境条件等」に示す。 

 

燃料補給設備のタンクローリの接続場所は，表 3.14－146 及

び表 3.14－147 と同様である。これらの接続場所は，想定され

る重大事故等時における放射線量が高くなるおそれが少ない

ため，接続場所で操作可能な設計とする。 

(57－2) 

 

(5) 保管場所(設置許可基準規則第 43条第３項第五号） 

(ⅰ) 要求事項 

地震，津波その他の自然現象又は故意による大型航空機の衝

突その他のテロリズムによる影響，設計基準事故対処設備及び

重大事故等対処設備の配置その他の条件を考慮した上で常設

重大事故等対処設備と異なる保管場所に保管すること。 

 

(ⅱ) 適合性 

基本方針については，「2.3.1 多様性，位置的分散，悪影響

防止等」に示す。 

燃料補給設備のタンクローリは，地震，津波その他自然現象

又は故意による大型航空機の衝突その他のテロリズムによる

影響，設計基準事故対処設備及び重大事故等対処設備の配置そ

の他の条件を考慮し，非常用交流電源設備及び常設代替交流電

源設備と 100m 以上の離隔で位置的分散を図り，第２保管エリ

ア，第３保管エリア及び第４保管エリアの複数個所に分散して

保管する設計とする。 

（57－2） 

 

(6) アクセスルートの確保(設置許可基準規則第 43 条第３項第

六号） 

(ⅰ) 要求事項 

想定される重大事故等が発生した場合において，可搬型重大

事故等対処設備を運搬し，又は他の設備の被害状況を把握する

ため，工場等内の道路及び通路が確保できるよう，適切な措置

を講じたものであること。 

 

 

(ⅱ) 適合性 

基本方針については，「2.3.4 操作性及び試験・検査性」に

示す。 

 

 

 

 

 

 

(ⅱ) 適合性 

基本方針については，「1.1.10.3 環境条件等」に示す。 

 

燃料補給設備の可搬型タンクローリーの接続場所は，表

2.14.145～147 と同様である。これらの接続場所は，想定され

る重大事故等時における放射線量が高くなるおそれが少ない

ため，接続場所で操作可能な設計とする。 

（57－2） 

 

(5) 保管場所（設置許可基準規則第 43条第３項第五号） 

(ⅰ) 要求事項 

地震，津波その他の自然現象又は故意による大型航空機の衝

突その他のテロリズムによる影響，設計基準事故対処設備及び

重大事故等対処設備の配置その他の条件を考慮した上で常設

重大事故等対処設備と異なる保管場所に保管すること。 

 

(ⅱ) 適合性 

基本方針については，「1.1.10.1 多様性，位置的分散，悪影

響防止等」に示す。 

燃料補給設備の可搬型タンクローリーは，地震，津波その他

自然現象又は故意による大型航空機の衝突その他のテロリズ

ムによる影響，設計基準事故対処設備及び重大事故等対処設備

の配置その他の条件を考慮し，非常用交流電源設備と 100m 以

上の離隔で位置的分散を図り，１号炉西側 31mエリア及び２号

炉東側 31m エリア(b)の複数箇所に分散して保管する設計とす

る。 

（57－2） 

 

(6) アクセスルートの確保（設置許可基準規則第 43 条第３項第

六号） 

(ⅰ) 要求事項 

想定される重大事故等が発生した場合において，可搬型重大

事故等対処設備を運搬し，又は他の設備の被害状況を把握する

ため，工場等内の道路及び通路が確保できるよう，適切な措置

を講じたものであること。 

 

 

(ⅱ) 適合性 

基本方針については，「1.1.10.4 操作性及び試験・検査性」

に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備名称の相違（タンクローリー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備名称の相違（タンクローリー） 

 

 

設備・運用の相違（代替非常用発電機の燃

料補給） 

保管場所の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

添 57-272 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

燃料補給設備のタンクローリは，想定される重大事故等が発

生した場合においても，保管場所から配備場所までの経路につ

いて，設備の運搬及び移動に支障をきたすことのないよう，複

数のアクセスルートを確保する設計とする（「可搬型重大事故

等対処設備保管場所及びアクセスルートについて」参照)。 

 

（57－6） 

 

(7) 設計基準事故対処設備及び常設重大事故防止設備との多様

性(設置許可基準規則第 43 条第３項第七号) 

(ⅰ) 要求事項 

重大事故防止設備のうち可搬型のものは，共通要因によっ

て，設計基準事故対処設備の安全機能，使用済燃料貯蔵槽の冷

却機能若しくは注水機能又は常設重大事故防止設備の重大事

故に至るおそれがある事故に対処するために必要な機能と同

時にその機能が損なわれるおそれがないよう，適切な措置を講

じたものであること。 

 

(ⅱ) 適合性 

基本方針については，「2.3.1 多様性，位置的分散，悪影響

防止等」に示す。 

 

燃料補給設備は，共通要因によって，設計基準事故対処設備

である非常用交流電源設備又は重大事故等対処設備である常

設代替交流電源設備と同時にその機能が損なわれるおそれが

ないよう，多様性及び位置的分散を図る設計とする。 

これらの詳細については，3.14.3.3.3項に記載のとおりであ

る。 

（57－2，57－3） 

 

 

燃料補給設備の可搬型タンクローリーは，想定される重大事

故等が発生した場合においても，保管場所から配備場所までの

経路について，設備の運搬及び移動に支障をきたすことのない

よう，複数のアクセスルートを確保する設計とする（「可搬型

重大事故等対処設備保管場所及びアクセスルートについて」参

照）。 

（57－7） 

 

(7) 設計基準事故対処設備及び常設重大事故防止設備との多様

性（設置許可基準規則第 43 条第３項第七号） 

(ⅰ) 要求事項 

重大事故防止設備のうち可搬型のものは，共通要因によっ

て，設計基準事故対処設備の安全機能，使用済燃料貯蔵槽の冷

却機能若しくは注水機能又は常設重大事故防止設備の重大事

故に至るおそれがある事故に対処するために必要な機能と同

時にその機能が損なわれるおそれがないよう，適切な措置を講

じたものであること。 

 

(ⅱ) 適合性 

基本方針については，「1.1.10.1 多様性，位置的分散，悪影

響防止等」に示す。 

 

燃料補給設備は，共通要因によって，設計基準事故対処設備

である非常用交流電源設備と同時にその機能が損なわれるお

それがないよう，多様性及び位置的分散を図る設計とする。 

これらの詳細については，2.14.3.2.3 項に記載のとおりであ

る。 

 

（57－2，57－4） 

 

 

設備名称の相違（タンクローリー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備・運用の相違（代替非常用発電機の燃

料補給） 

 

 

 

 






















































































































































































































































































































































